
磁 性 材 料 の 変 った 応 用

1.ま え が さ

題目の "変った応用"という言葉の意味は,｢磁

性材料本来の応用から遠 くかけ離れた奇抜な分野

への利用｣ということである｡たとえば,磁性材

料を塗料,肥料,医療などに応用することを指し

ている｡

周知のように磁性材料は約100年前に工業化さ

れたが,その主な用途は電気機械 と電気部品であ

った｡そして電気産業の発展に伴って種々の新 し

い優れた磁性材料が次々と開発され,またそれが

引金になって新 しいエレクトロニクスの応用面が

たくさん展開するようになり,今 日に至っている｡

ところが,今から約40年前に,いわゆる ＼̀磁性材

料の変った応用''が初めて誕生し,次第にその数

を増して今 日に及んでいる.そしてその数は決し

て少なくなく,またその内容も極めて重要なもの

が多い｡しかし,この "変った応用"のなかで,

実用化されているものは非常に少ない｡

2."変った応用"の現況

表 1は,"変った応用"の最近の全貌を示したも

のである｡(筆者の勉強不足から洩れている例があ･

るかも知れない｡この点は諒恕願いたい｡)

応用例のそれぞれを既に実用化されているもの,

近い将来実用化されそうなもの,全 く実用化の見

通しのないものに分類すると次のようになる｡

(1)既に実用化されているもの

磁性塗料,回転部の密閉,汚水処理,不溶性電

庫,制振合金の五つが実用化されている｡これら

の応用例が実用化されたのは,それぞれそれなり

の背景がある｡磁性塗料は1940年にドイツで開発

され,当時 "RustStabilizer"と称きれた伝統のあ

る塗料である｡主成分のγ-Fe203が鉄鋼表面の赤

鎌をFe,0.に還元する機能をもっているO現在は

γ-Fe203以外のスピネル型フェライトが顔料とし
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て用いられているようである｡伝統が実用化を支

えている例である｡

汚水処理は工場排水などに含まれるCd,Pb,

Cr,Hgなどの有害重金属を化学処理によって微

粒子 (0.01-1〟)のFe304あるいはフェライトと

ともに沈殿させ,磁気分触装置で回収する方法で

ある｡環境間者という時流に符合して実用化され

た例である｡

回転部を磁性流体で密閉する方法は,宇宙開発

に関連する課題 として開発された新しい技術であ

って,時代の要請に応じて実用化された例である｡

フェライトは酸及びアルカリに対して溶解度が

少ない特徴を活用して,これを不溶性電極に利用

する試みは約50年前からなされている｡この10年

以来,温水器など安価な不溶性電極を必要とする

需要が急に実用化の道を拓いたのである｡

磁壁の非可逆運動に伴う磁気一機械的ヒステリ

シスを,振動ならびに騒音の防止に利用しようと

する制振合金は,振動と騒音に関する社会的苦情

を背景に実用化された｡社会的事情によって実用

化された点は,汚水処理の場合とよく似ている｡

そしてこれら五つの応用例に共通して重要なこと

は,折角実用化されたもののその生産量がいずれ

も穣めて少ないことである｡

(2)近い将来実用化されそうなもの

0.1-10FLの大きさのフェライト粉末とポリエス

テル樹脂との混合物を成形して作られた複合材料

は,振動減衰率が塩めて大きいので注目されてい

る｡この防振用材料は近 く除寅台,鉄道の枕木,

耐震構造材料などに利用されようとしている｡こ

れが実用化されると,`̀変った応用例"のなかで初

めて大きな生産量が実現することになる｡また,

前述の汚水処理で回収 したフェライト沈殿物を乾

燥して焼成すると,地下埋蔵物の標識,盲人及び

無人運搬車の磁気的な誘導道路標識になる｡これ
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表 1 最 近 にお ける磁 性 材 料 の 変 った応 用 例

応 用 例 内 容 磁 性 材 料 の 種

類塗 料1) 磁性基板と塗料の密着性 と徽密性の向上 γ-Fe203,あるいはスピネル型フ

ェライト防 振 と 防 音2) Villari効果を利用して振幅を制御,また Fe-Cr-Al合金,Fe-Co合
金,あるいは7は弾性を利用して防振と防音を行う エライト粉末とポ

リエステルの複合体標 識3) 地下埋蔵物の瑞気的標札 盲人と自動運 汚水処理の副
産物であるフェライトを放搬車などの槌気

的誘導標識 成して使用する水 素 吸 蔵4) 水素と金属水素化物を作りやすい元素を含有する非晶質磁性材料などに吸蔵 アモルファス Zn67NiB8合金,またはTi,Zr,Hf,希土

類元素を含むアモルファス磁性合金触 媒5) 遷移金属を含有するフェライト,またはア
スピネル型フェライト,またはアモル7モル77ス合金によるCO,NOガスの

酸化 アス Feo.2NiD.8PO.2合金汚 水 処 理6) 微粒子フェライトに重金属を吸着して磁

気分離を行う Fe30一及びスピネル型フェライト不 溶 性 電 康7) フェライトが敢およびアルカリに溶解 しにくい特性とアモルファス合金の高い耐食性を利用 スピネル型フェライト,あ

あいはアモルファスFe-20P合金及びC0-38B合金固 体 電 解 質8) 溢場配向してC面内のNaイオンの易動度の

向上を図る 六方晶Na20-11Al2_IFe∫03多結晶体回転部 の密 閉9)

磁性体あるいは非租性休から構成された回転部の完全密閉 磁性流体冷 凍lO) 磁気エントロピーを
外部砧場で制御し, Gd,Gd3A13,CrTe.Y3

Fe17,MnP,磁性体に吸放熟させて冷凍する Gd3GasO

12など人 造 肥 料ll) 化学肥料に磁性体の粉末を混入したもの Baフェライト医 横(1)目の 美 容12) たれ臥 閉じない目(重症)を磁石と鉄片を利用して治療する抗癌剤などを砧性体に吸着させ,磁界を用いて

休内の患部に導 く衰えた勝朕,衰えた尿道の括約筋を磁石, 希元素-コバルト磁石及び歓鉄片

(2)薬 の 固 定13) 各種の永久磁石

(3)尿の失禁症14) 各種の永久磁石,及び軟鉄板の治療 スプリング,軟鉄板を用いて治療する(4)X線造影剤15) 従来の硫酸バ リウムエキスの代 りに
強磁性フェライトを用いて反覆検査す

る人工旺門,血管と食道の辿結.義歯の国定など Mn-Znフェライト(5)そ の 他16
) 各

種の永久磁石らの応用例は需要が多

い上に安価に製品を提供できるので,近い将来実

用化されるだろうといわれている｡(3)全 く

実用化の見通 しのないものこの項に該当する応用

例は,水素吸蔵,触媒,冷凍,固体電解質,人造

肥料,医療などである｡人造肥料は約15年前に

短期間市販されたことがある｡ しか し,この磁性 をもつ人造肥料は,他の化 学肥料 と価格差が しだい

に著 しくな

り,その高い価格のために現在は全 く市販きれて

いない｡また,再び実用化される見通 しも全 く立

っていない状況にある.ここにあげた応用例



3.あ とが き

磁性材料の応用分野には,従来から本命とされ

てきた領域と,本命から外れた変った領域がある

ことを説明したOそして変った領域にも工業化す

れば多くの人々に喜ばれる立派なものが沢山ある

にもかかわらず,実用化されないものが沢山ある

ことを述べた｡
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